
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
か
た
な
ど

に
、
市
体
育
協
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。
次
の

か
た
は
、
十
五
年
度
の
第
二
次
受
賞
者
の
み

な
さ
ん
で
す
。tel(

８
６
６)

２
２
４
７

■
ス
キ
ー
＝
皆
方
美
咲(

秋
大
附
属
中
学

校)

・
皆
方
洋
子
指
導
者

■
レ
ス
リ
ン
グ
＝
宮
原
崇
・
門
間
順
輝
・

鈴
木
信
行
監
督(

秋
田
商
業
高
校)

、
秋
田

商
業
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部

＝
敬
称
略
＝

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の
全

国
大
会
で
、
３
位
以
上
の
成
績

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
国
大
会

で
３
位
以
上
の
成
績

トピックス

五
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間
、
秋

田
市
内
で
映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
15
」
の
ロ

ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
日
、
来
秋
し
た
主

演
の
西
田
敏
行
さ
ん
、
マ
ド
ン
ナ
役
の
江
角

マ
キ
コ
さ
ん
、
朝
原
雄
三
監
督
ら
が
ぽ
ぽ
ろ

ー
ど
に
姿
を
見
せ
る
と
、
集
ま
っ
た
た
く
さ

ん
の
市
民
が
一
行
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

七
日
か
ら
は
秋
田
駅
、千
秋
公
園
な
ど
で
、

江
角
さ
ん
が
同
級
生
と
談
笑
す
る
シ
ー
ン
な

ど
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
市
民
七
十
人
も
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
。緊
張
し
た
面
持
ち
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
つ
と
め
ま
し
た
。

五
月
下
旬
ま
で
男
鹿
市
、
角
館
町
な
ど
県

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
映
画
は
八
月
二
十
一

日
に
全
国
公
開
さ
れ
ま
す
。

秋
田
商
業
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部

優
良
賞

■
ス
キ
ー
＝
伊
多
波
祐
男
、
佐
々
木
功
基

栄
光
賞

千秋公園でのロケ風景

三浦家住宅

金
足
黒
川
地
区
の
中
世
城
館
跡
で
あ

る
黒
川
館
跡
の
高
台
に
建
ち
、
江
戸
末

期
の
農
家
と
し
て
、
東
北
地
方
で
は
最

大
級
の
建
築
面
積
を
持
つ
。
江
戸
末
期

の
県
中
央
部
大
型
民
家
の
形
式
を
よ
く

残
し
た
建
造
物
で
あ
り
貴
重
で
す
。
な

お
、
現
在
は
未
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
仏
師
・
長
嶋
外
記
が
宝
永
元
年

(

一
七
〇
四)

に
制
作
し
、
湯
沢
佐
竹
南

家
第
七
代
義
安
が
泉
福
院
に
寄
進
し
た

も
の
で
す
。
優
れ
た
仏
像
彫
刻
と
し
て

貴
重
で
あ
り
、
近
世
京
仏
師
の
活
動
や

仏
像
彫
刻
史
の
展
開
を
知
る
う
え
で
も

重
要
な
作
品
で
す
。

(金足黒川字黒川)

不ふ

動ど

う

明み
ょ
う

王お

う

三さ

ん

尊ぞ

ん

立り
ゅ
う

像ぞ

う

市
の
新
し
い

指
定
文
化
財

(泉三嶽根泉福院)
長嶋
ちょうとう

外記
げ き

作

秋
田
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
、
新

た
に
次
の
二
件
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
、
海
外
取
引
を
行
う
県
内

企
業
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、
(社)
秋
田

県
貿
易
促
進
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
協
会
は
、
経
済
の
国
際
化
・
Ｉ
Ｔ

化
に
対
応
す
べ
く
、
県
内
の
既
存
の
任
意

団
体
を
統
合
し
た
も
の
で
す
。
事
業
内
容

は
、
貿
易
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
一
か
所

で
済
ま
せ
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

体
制
」
の
構
築
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
広

報
誌
の
発
行
、
海
外
市
場
の
開
拓
、
相
談

窓
口
の
開
設
な
ど
、
貿
易
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

現
在
の
会
員
数
は
百
五
十
五
の
個
人
・

団
体
。
興
味
の
あ
る
企
業
、
協
会
へ
の
加

入
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
(社)
秋
田
県
貿

易
促
進
協
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。tel(

８
９
６)
７
３
６
６

平
成
15
年
度
第
２
次

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

左から江角マキコさん、西田敏行さん、朝原監督

撮影快調！
釣りバカ日誌
撮影快調！

釣りバカ日誌15

５月11日の設立総会

(社)秋田県貿易促進協会設立

海外貿易を促進！海外貿易を促進！



今年第１弾の環境貯金箱キャンペーンを実施し
ます。身近な暮らしの中でごみを減らすためのヒ
ントや情報がいっぱいです。家族みんなでごみ減
量にチャレンジしてみませんか！

環
境
貯
金
箱

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
６月６日(日)午前10時～午後４時

秋田駅前仲小路通り

★アンパンマンのごみ減量・分別の実演
★生ごみの水切りチャレンジ　★ごみクイズ
★燃料電池ミニカーのサーキット体験
★環境パネルの展示　など
プレゼントもあるよ！

４月の家庭ごみなどの量

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融した
ごみの量(資源化物を除く)

112万８千円

４月の家庭ごみなどの量は、基準年(平成
14年)の４月と比べて約１千㌧減り、４月末
の貯金額は112万８千円となりました。これ
から毎月、金額をお知らせしていきます。

昨年のごみ減量キャンペーン。
佐竹市長もチャレンジ

昭和52年４月２日から昭和58年
４月１日までに生まれたかたで、
大学もしくはこれと同等と認め
られる学校を卒業、または来春
３月までに卒業見込みのかた

昭和50年４月２日から昭和58年
４月１日までに生まれたかたで、
大学もしくはこれと同等と認め
られる学校を卒業、または来春
３月までに卒業見込みのかた

昭和48年４月２日以降に生まれ
たかたで、獣医師免許を有する
かた、または平成16年度中に実
施される国家試験において獣医
師免許を取得見込みのかた

昭和52年４月２日から昭和58年
４月１日までに生まれたかたで、
大学もしくはこれと同等と認め
られる学校を卒業、または来春
３月までに卒業見込みのかた

５月28日(金)から市役所１階の窓口案内、人
事課、土崎・新屋支所、秋田駅市民サ－ビ
スセンタ－、秋田市東京事務所でさしあげ
ます。消防については、消防本部総務課、
各消防署、出張所でさしあげます。必ず「試
験案内書」をご覧になり、案内書に従って手
続きをしてください

※中・初級の試験は９月19日(日)に行いますが、詳しく
は７月23日号の広報あきたでお知らせする予定です。

試験日 ７月４日(日）

試験会場

試験方法
一般教養試験(全員)、専門試験(行政、土木、
建築、機械、化学、電気、獣医師）、論文(消
防）、軽易な体力測定(消防)

試　験
案内書

６月７日(月）から18日(金)まで
人事課tel(866)2012

消防については消防本部総務課tel(823)4000

受付期間と
場所

秋田会場　秋田大学
東京会場　都市センターホテル(消防を除く)

受付 ６月７日(月) 18日(金)

市職員の
採用試験

試験区分
(職務内容)

行政
(一般行政事務)

予定人数

16人

受験資格

土木
(専門技術的業務) ３人

建築
(専門技術的業務) ２人

機械
(専門技術的業務) １人

化学
(専門技術的業務) １人

電気
(専門技術的業務) ２人

獣医師
(専門技術的業務) ３人

消防
(消防業務) ２人

４月の環境貯金は

４月から環境貯金箱がスタートしました。
貯金は、節約できたごみ処理経費を貯めるも
ので、ごみの量によって増減する仕組みです。
貯まったお金はみなさんの環境を良くする

ために使います。これからもお金がどんどん
貯まるよう、ご協力ください！

上級

環境企画課tel(８６３)６６３２問い合わせ

みんな来てね

広報あきた　５月28日号05

▼

▼
▼


